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FeRh規則合金は 360 K付近において反強磁性から強磁性への磁気相転移を示す。また、磁気相
転移のスピン注入効果 [1]、極めて小さな磁気ダンピング [2]、Fe/FeRh規則合金ヘテロ接合におけ
る結晶方位に依存した交換バイアス効果 [3]など、多くの興味深い物性を示すことから最近特に注
目を集めている。今回我々は、Fe/FeRh規則合金ヘテロ構造において、界面に起因する新たな強磁
性共鳴（FMR）を見出したので報告する。

Au(4)/Fe(6)/FeRh(35)エピタキシャル薄膜（膜厚単位:nm）をMgO(001)基板上に分子線エピタ
キシー法を用いて作製した。Feと FeRhの界面における磁気結合効果を明確化するため、Rh層を
界面に挿入し Feと FeRhの間の界面磁気結合を遮断したAu(4)/Fe(6)/Rh(2)/FeRh(35)/MgO(001)を
参照試料として作製した。Au/Fe/Rh/FeRh/MgO(001)、Au/Fe/FeRh/MgO(001)に対する FMR周波
数の磁場依存性を Fig. 1(a), (b)にそれぞれ示す。いずれも測定温度は FeRhが反強磁性を示す 310

Kである。Rh層を Fe/FeRh界面に挿入した Au/Fe/Rh/FeRh/MgO(001)は Fe層に起因した 1本の
共鳴線を示すのに対して、Au/Fe/FeRh/MgO(001)では 2本の共鳴線が見られ、Fe/FeRh界面にお
ける交換結合に由来する新たな磁性層の発現を示唆している。また、Fig. 1(c), (d)に示すように、
Au/Fe/FeRh/MgO(001)では、Au/Fe/Rh/FeRh/MgO(001)と比較して保磁力の著しい増大が見られ
る。以上の結果は、FeRhにおける反強磁性的交換結合と Feにおける強磁性的交換結合が Fe/FeRh

界面で競合し、磁気的フラストレーションやランダム磁気異方性を伴う新たな強磁性領域が形成
され、これが付加的な共鳴線を誘発したものとして理解される。発表では、Fe層の膜厚依存性の
結果なども併せて、その起源について詳細に議論する予定である。
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Fig 1: Field dependence of ferromagnetic resonance frequency of (a) Au/Fe/Rh/FeRh/MgO(001)

and (b) Au/Fe/FeRh/MgO(001). Magnetization curves of (c) Au/Fe/Rh/FeRh/MgO(001) and (d)

Au/Fe/FeRh/MgO(001).

第69回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2022 青山学院大学　相模原キャンパス ＆ オンライン)24p-P01-18 

© 2022年 応用物理学会 09-080 10


